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一

茨
城
県
植
物
園

立
て
看
板
の
文

「

万
葉
植
物
の
ご
案
内

」

（

文
責

田
村
、
監
修

川
嶋
・
安
見

）
よ
り

１

キ
キ
ョ
ウ

（
万
葉
名

あ
さ
が
ほ
〔
朝
杲
・
安
佐
我
保
〕
キ
キ
ョ
ウ
科
の
多
年
草
）

二

あ
さ
が
ほ
は

朝
露
負
ひ
て

咲
く
と
い
へ
ど

あ
さ
つ
ゆ

お

夕
影
に
こ
そ

咲
き
ま
さ
り
け
れ

ゆ
ふ
か
げ

万
葉
集

巻
・
十
・
二
一
〇
四

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

キ
キ
ョ
ウ
の
花
は
朝
露
を
浴
び
て
咲
く
と
い
い
ま
す
が
、
夕
日
の
な
か
だ
と

更
に
美
し
く
見
栄
え

が
し
ま
す
。

（
植
物
）

「
あ
さ
が
ほ
」
は
ア
サ
ガ
オ
等
の
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
は

「
キ
キ
ョ
ウ
」
説
を
と
る
。

秋
の
七
草
（
萩
・
尾
花
・
葛
花
・
撫
子
・
女
郎
花
・
藤
袴
・
桔
梗
）

別
名

む
ら
さ
き
ば
な

薬
用

牛
蒡
状
の
白
い
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
桔
梗
根
と
い
い
、
サ
ポ
ニ
ン
を
含
み
咳
止
め
、

ご

ぼ
う

痰
き
り
等
に
よ
い
。

食
用

韓
国
で
は
根
を
漬
物
や
山
菜
と
し
て
使
用
す
る
。

花
の
期
間

七
月
～
九
月

（
さ
み
だ
れ
桔
梗
は
五
月
開
花
）

花
言
葉

誠
実
、
清
楚
な
美
し
さ

２

ム
ク
ゲ

（
万
葉
名

あ
さ
が
ほ
〔
朝
容
皃
・
安
佐
我
保
〕
ア
オ
イ
科
の
落
葉
低
木
）

二
十

こ
い
ま
ろ
び

恋
は
死
ぬ
と
も

い
ち
し
ろ
く

こ
ひ

色
に
（
は
）
出
で
じ

朝
顔
の
花

万
葉
集

巻
・
十
・
二
二
七
四

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

恋
し
さ
の
あ
ま
り
こ
ろ
げ
ま
わ
っ
て
死
の
う
と
も
、
は
っ
き
り
と
顔
色
に
出
す
よ
う
に
は
し
ま
す

ま
い
、
ム
ク
ゲ
の
花
の
よ
う
に
は
。

（
植
物
）

中
国
・
イ
ン
ド
原
産

韓
国
の
国
花

茶
道
は
こ
の
は
か
な
さ
を
尊
び
茶
花
の
神
髄
と
し
た
（
樹
木
全
体
と
し
て
は
次
か
ら
次
へ
と
新
し

い
花
が
咲
く
）。
華
道
で
は
一
日
花
（
僅
花
一
日
の
栄
）
と
し
て
嫌
う
。

用
途

庭
園
樹
や
花
材
と
し
て
使
用
す
る
。（
白
花
底
紅
八
重
等
）

薬
用

白
花
の
蕾
の
干
し
た
も
の
（
木
僅
花
）
を
胃
、
口
内
炎
、
下
痢
止
め
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

七
月
～
十
月

花
言
葉

新
し
い
美
、
信
仰

３

ア
セ
ビ

（
万
葉
名

あ
し
び
〔
馬
酔
木
・
安
之
婢
〕
ツ
ツ
ジ
科
の
常
緑
低
木
）

十
四

我
が
背
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

奥
山
の

あ
し
び
の
花
の

今
盛
り
な
り

万
葉
集

巻
・
十
・
一
九
〇
三

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

あ
の
人
を
私
が
恋
し
て
い
る
思
い
は
、
山
奥
で
人
知
れ
ず
咲
い
て
い
る
ア
セ
ビ
の
花
の
よ
う
に

人
は
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
今
が
盛
り
で
切
な
い
の
で
す
。
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（
植
物
）

日
本
原
産
（
東
北
以
南
に
分
布
）

有
毒
植
物
で
葉
に
毒
が
あ
り
、
呼
吸
器
系
を
麻
痺
さ
せ
る
。
牛
馬
は
、
匂
い
が
あ
り
直
接
に
は

食
べ
な
い
が
、
時
に
飼
料
（
か
い
ば
）
に
交
じ
っ
て
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
と
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た

状
態
に
な
る
た
め
、「
馬
酔
木
」
の
名
が
あ
る
。

薬
用

乾
燥
し
た
葉
茎
の
煎
じ
汁
は
殺
虫
剤
と
し
て
使
用
。
寄
生
虫
駆
除
の
飼
料
と
な
る
。

花
の
期
間

九
月

４

ア
セ
ビ

（
万
葉
名

あ
し
び
〔
馬
酔
木
・
安
之
婢
〕
ツ
ツ
ジ
科
の
常
緑
低
木
）

十
四
の
二

磯
の
上
に

生
ふ
る
あ
し
び
を

手
折
ら
め
ど

見
す
べ
き
君
が

あ
り
と
言
は
な
く
に

万
葉
集

巻
・
二
・
一
六
六

（
作
者
）

大
来
皇
女

（
歌
意
）

磯
の
ほ
と
り
咲
い
て
い
る
ア
セ
ビ
を
手
折
っ
て
は
み
た
の
で
す
が
、
見
せ
て
喜
ん
で
も
ら
え

る
は
ず
だ
っ
た
あ
な
た
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
の
で
す
ね
。

（
植
物
）

日
本
原
産

（
東
北
以
南
に
分
布
）

有
毒
植
物
で
葉
に
毒
が
あ
り
、
呼
吸
器
系
を
麻
痺
さ
せ
る
。
牛
馬
は
、
匂
い
が
あ
り
直
接
に
は

食
べ
な
い
が
、
時
に
飼
料
（
か
い
ば
）
に
交
じ
っ
て
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
と
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た

状
態
に
な
る
た
め
、「
馬
酔
木
」
の
名
が
あ
る
。

薬
用

乾
燥
し
た
葉
茎
の
煎
じ
汁
は
殺
虫
剤
と
し
て
使
用
。
寄
生
虫
駆
除
の
飼
料
と
な
る
。

花
の
期
間

九
月

５

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

（
万
葉
名

い
ち
し
〔
壹
師
〕
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
多
年
草
）

七

道
の
辺
の

い
ち
し
の
花
の

い
ち
し
ろ
く

人
皆
知
り
ぬ

我
が
恋
妻
を

万
葉
集

巻
・
十
一
・
二
四
八
〇

（
作
者
）

不
詳
（
人
麻
呂
歌
集
）

（
歌
意
）

道
ば
た
に
咲
く
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
花
が
赤
く
目
立
つ
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
人
々
は
知
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
の
恋
し
い
妻
の
こ
と
を
。

（
植
物
）

「
い
ち
し
」
は
イ
タ
ド
リ
、
ク
サ
イ
チ
ゴ
、
エ
ゴ
ノ
キ
等
の
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
」
説
を
と
る
。

日
本
で
は
墓
地
や
土
手
な
ど
に
多
く
生
育
す
る
た
め
死
人
花
（
し
び
と
は
な
）
と
呼
ば
れ
る
が

外
国
で
は
園
芸
種
と
し
て
人
気
が
あ
る
。
全
体
に
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
リ
コ
リ
ン
を
含
み
有
毒
植

物
と
さ
れ
る
が
、
外
用
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

別
名

リ
コ
リ
ス
、
曼
珠
沙
華
（
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
）
の
意
味
は
赤
い
花
（
天
上
の
花
）

薬
用

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
似
た
鱗
茎
を
潰
し
て
、
浮
腫
あ
る
い
は
皮
膚
病
に
外
用
す
る
。

花
の
期
間

九
月

花
言
葉

悲
し
い
思
い
出

６

ウ
ツ
ギ

（
万
葉
名

う
の
は
な
〔
宇
能
花
・
宇
能
波
奈
〕
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
）

十
九

卯
の
花
も

い
ま
だ
咲
か
ね
ば

ほ
と
と
ぎ
す

佐
保
の
山
辺
に

来
鳴
き
と
よ
も
す

さ

ほ

や
ま

へ

き

万
葉
集

巻
・
八
・
一
四
七
七

（
作
者
）

大
伴
家
持
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（
歌
意
）

ウ
ツ
ギ
の
花
も
ま
だ
咲
か
な
い
の
に
佐
保
の
山
に
は
も
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
来
て
鳴
き
た
て
て
い
ま

す
。

（
植
物
）

日
本
原
産

幹
が
空
洞
な
の
で
ウ
ツ
ギ
（
空
木
）
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
暦
の
四
月
頃
に
咲
く
た
め
「
卯
の

花
」
と
も
呼
ば
れ
る
。（
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
は
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
で
別
種
）

用
途

幹
（
木
質
））
は
極
め
て
堅
く
木
釘
や
樽
の
栓
に
使
用
す
る
。
樹
勢
が
強
く
強
度
の
刈
り
込

み
に
耐
え
る
た
め
、
関
東
で
は
農
地
な
ど
の
境
界
木
等
に
利
用
し
古
く
は
「
う
つ
ぎ
苗
」
と
言
わ

れ
た
。

薬
用

枝
葉
は
解
熱
解
毒
、
果
実
は
乾
燥
し
て
利
尿
剤
と
し
て
使
用
す
る
。

花
の
期
間

五
月
～
六
月

花
言
葉

思
い
や
り

７

ノ
イ
バ
ラ

（
万
葉
名

う
ま
ら
〔
宇
万
良
〕
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
）

二
十
七

道
の
辺
の

茨
の
末
に

延
ほ
豆
の

へ

う
ま
ら

う
れ

は

ま
め

か
ら
ま
る
君
を

は
か
れ
か
行
か
む

ゆ

万
葉
集

巻
・
二
十
・
四
三
五
二
（
防
人
歌
）

（
作
者
）

丈
部

鳥

は
せ
べ
の

と
り

（
歌
意
）

道
の
わ
き
に
生
え
て
い
る
ノ
イ
バ
ラ
の
枝
先
に
か
ら
ま
る
つ
る
豆
の
よ
う
に
、
私
に
ま
と
わ
り

つ
い
て
離
れ
な
い
あ
な
た
を
残
し
て
旅
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
植
物
）

ノ
イ
バ
ラ
の
名
は
野
山
に
多
く
自
生
し
、
枝
や
幹
に
イ
バ
ラ
（
棘
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名

が
付
け
ら
れ
た
。
通
称
「
ノ
バ
ラ
」
の
名
で
親
し
ま
れ
、
北
半
球
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

「
茨
城
」
の
名
の
語
源
で
あ
り
、
茨
城
県
章
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。

用
途

花
び
ら
は
花
酒
（
改
良
酒
）
あ
る
い
は
香
水
の
原
料
、
栽
培
種
の
台
木
と
し
て
使
用
す
る
。

薬
用

果
実
（
営
実
）
は
利
尿
剤
、
浮
腫
の
外
用
剤
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月

花
言
葉

詩
、
才
能
、
恋
、
厳
し
さ

８

リ
ン
ド
ウ

（
万
葉
名

お
も
ひ
ぐ
さ
〔
思
草
〕
リ
ン
ド
ウ
科
の
多
年
草
）

四

道
の
辺
の

尾
花
が
下
の

思
ひ
草

み
ち

へ

を

ば
な

し
た

お
も

ぐ
さ

今
さ
ら
さ
ら
に

何
を
か
思
は
む

い
ま

な
に

お
も

万
葉
集

巻
・
十
・
二
二
七
〇

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

道
端
の
尾
花
の
下
に
隠
れ
て
物
思
う
よ
う
に
咲
い
て
い
る
リ
ン
ド
ウ
（
思
ひ
草
）
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
更
さ
ら
に
何
を
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
（
ず
っ
と
心
の
中
で
思
い
続
け
て
い
ま

す
の
に
）。

（
植
物
）

思
草
は
南
蛮
煙
管
説
が
有
力
だ
が
こ
の
「
リ
ン
ド
ウ
」
説
も
す
て
が
た
い
。
高
山
植
物
的
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
が
温
帯
域
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
。
切
り
花
で
花
屋
に
並
ぶ
の
は
「
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
」

の
改
良
種
で
あ
る
。

薬
用

根
を
竜
胆
（
り
ゅ
う
た
ん
）
と
い
い
、
名
前
は
こ
れ
が
国
語
化
し
て
リ
ン
ド
ウ
に
な
っ
た
。

（
竜
胆
は
、
葉
は
竜
葵
（
り
ゅ
う
き
）
に
似
て
味
が
肝
（
き
も
）
の
よ
う
に
苦
い
こ
と
か
ら
き
た
）

根
は
漢
方
西
洋
医
学
共
に
広
く
知
ら
れ
、
十
三
の
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
健
胃
剤
、
尿
の
に
ご
り
等

に
使
用
す
る
。
ま
た
健
康
酒
等
に
も
使
用
す
る
。
茨
城
、
長
野
、
秋
田
に
自
生
し
、
昔
は
竜
胆
の

主
産
地
だ
っ
た
。
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民
俗

馬
子
が
客
を
乗
せ
る
馬
の
首
飾
り
に
し
て
も
て
な
し
た
。

花
の
期
間

九
月
～
十
一
月

花
言
葉

悲
し
み
の
あ
な
た
を
愛
す
る

９

カ
タ
ク
リ

（
万
葉
名

か
た
か
ご
〔
堅
香
子
〕
ユ
リ
科
の
多
年
草
）

十
七

も
の
の
ふ
の

八
十
娘
子
ら
が

汲
み
ま
が
ふ

や

そ

を

と

め

寺
井
の
上
の

堅
香
子
の
花

て
ら

ゐ

う
へ

か

た

か

ご

万
葉
集

巻
・
十
九
・
四
一
四
三

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

た
く
さ
ん
の
少
女
た
ち
が
入
り
乱
れ
て
水
を
汲
ん
で
い
る
お
寺
の
井
戸
の
ほ
と
り
の
カ
タ
ク
リ

の
花
よ
。

（
植
物
）

片
栗
粉
の
語
源
で
鱗
茎
（
根
）
に
沢
山
の
澱
粉
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
根
を
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の

が
カ
タ
ク
リ
粉
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。

食
用

葉
は
生
の
ま
ま
天
ぷ
ら
、
油
炒
め
、
鱗
茎
は
甘
煮
、
花
は
茹
で
て
三
杯
酢
等
に
使
用
す
る
。

但
し
、
現
在
は
自
然
保
護
の
た
め
採
取
不
可
地
が
多
い
。

薬
用

粉
を
擦
り
傷
、
お
で
き
等
に
す
り
込
ん
で
使
用
す
る
。

花
の
期
間

三
月
～
五
月

花
言
葉

熱
心
、
嫉
妬
、
日
陰
の
恋

カ
ツ
ラ

（
万
葉
名

か
つ
ら
〔
楓
〕
カ
ツ
ラ
科
の
落
葉
高
木
）

七
十
九

10

向
つ
峰
の

若
楓
の
木

下
枝
取
り

む
か

を

わ
か
か
つ
ら

し
づ

え

花
待
つ
い
間
に

嘆
き
つ
る
か
も

ま

な
げ

万
葉
集

巻
・
七
・
一
三
五
九

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

向
こ
う
の
峰
に
生
え
て
い
る
若
い
カ
ツ
ラ
の
下
枝
を
採
っ
て
き
て
花
が
咲
く
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
が
、
待
ち
く
た
び
れ
て
た
め
息
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
植
物
）

日
本
原
産
（
我
が
国
固
有
の
雌
雄
異
体
）

香
出
（
か
づ
）
が
名
前
の
由
来
と
も
い
わ
れ
る
が
不
明
。
紅
葉
の
葉
の
み
芳
香
す
る
。

用
途

庭
木
、
建
築
材
、
家
具
、
楽
器
、
鉛
筆
、
基
盤
、
将
棋
盤
に
利
用
さ
れ
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月
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シ
ラ
カ
バ

（
万
葉
名

か
に
は
〔
桜
皮
〕
カ
バ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木
）

八
十
二

11

あ
ぢ
さ
は
ふ

妹
が
目
離
れ
て

し
き
た
へ
の

か

枕
も
ま
か
ず

か
に
は
巻
き

作
れ
る
舟
に

ま
く
ら

ま
梶
貫
き

わ
が
漕
ぎ
く
れ
ば･

･
･

か
じ

ぬ

こ

万
葉
集

巻
・
六
・
九
四
二

（
作
者
）

山
部
赤
人

（
歌
意
）

妻
と
離
れ
て
手
枕
も
せ
ず
、
シ
ラ
カ
バ
の
皮
を
巻
い
て
作
っ
た
舟
に
梶
を
通
し
て

漕
い
で
く
る
と･

･
･

。（
古
く
は
シ
ラ
カ
バ
の
皮
は
、
防
水
材
と
し
て
使
わ
れ
た
。）

（
植
物
）

「
か
に
は
」
は
桜
類
と
樺
類
の
二
つ
の
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
樺
類
を
と
る
。

寒
い
地
方
で
高
原
の
代
表
的
な
樹
木
。

用
途

庭
木
、
街
路
樹
、
建
築
材
、
燃
料
等
に
利
用
し
、
樹
皮
は
細
工
物
に
な
る
。

枝
は
箒
、
皮
は
盆
の
迎
え
火
や
送
り
火
の
習
慣
等
に
使
用
す
る
。

食
用

樹
液
を
発
酵
さ
せ
て
酒
（
北
欧
）
に
す
る
。

薬
用

樹
皮
は
か
い
せ
ん
、
黄
疸
に
良
い
。
若
葉
は
養
毛
、
利
尿
。
樹
液
は
精
力
、

滋
養
強
壮
等
に
な
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

（
万
葉
名

か
に
は
〔
桜
皮
〕
バ
ラ
科
の
落
葉
高
木
）

八
十
六

12

あ
ぢ
さ
は
ふ

妹
が
目
離
れ
て

し
き
た
へ
の

い
も

め

か

枕
も
ま
か
ず

か
に
は
巻
き

作
れ
る
舟
に

ま
梶
貫
き

わ
が
漕
ぎ
く
れ
ば･

･
･

（
長
歌
）

万
葉
集

巻
・
六
・
九
四
二

（
作
者
）

山
部
赤
人

（
歌
意
）

妻
と
離
れ
て
手
枕
も
せ
ず
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
の
皮
を
巻
い
て
作
っ
た
船
に

梶
を
通
し
て
漕
い
で
く
る
と･

･
･

。

（
植
物
）

「
か
に
は
」
は
桜
類
と
樺
類
の
二
つ
の
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
桜
類
を
と
る
。

暖
地
産

（
花
は
観
る
に
足
ら
ず
と
あ
る
が
、
材
は
古
く
よ
り
宮
中
儀
式
の
大
嘗
祭
等
に

使
用
さ
れ
る
貴
重
な
樹
種
）

通
常
の
桜
の
花
と
違
い
、
細
か
い
花
が
ブ
ラ
シ
状
に
集
ま
っ
て
咲
く
。

用
途

庭
木
、
街
路
樹
、
建
築
材
、
燃
料
等
。
樹
皮
は
細
工
物
等
に
使
用
す
る
。

食
用

蕾
や
果
実
は
房
の
ま
ま
塩
漬
け
で
お
つ
ま
み
、
果
実
酒
等
に
利
用
す
る
。

薬
用

皮
膚
薬
と
し
て
利
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

花
言
葉

従
順
、
真
実
の
心
を
さ
さ
げ
る
。

カ
エ
デ

（
万
葉
名

か
へ
る
で
〔
蝦
手
〕
カ
エ
デ
科
の
落
葉
高
木
）

十
二

13

我
が
や
ど
に

も
み
つ
か
へ
る
で

見
る
ご
と
に

妹
を
か
け
つ
つ

恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

い
も

万
葉
集

巻
・
八
・
一
六
二
三

（
作
者
）

大
伴
田
村
大
嬢

お
お
と
も
の

た

む
ら
の
お
お
と
め

（
歌
意
）

私
の
庭
の
ま
っ
赤
に
色
付
い
た
カ
エ
デ
を
見
る
た
び
に
、
あ
な
た
の
事
が
気
に
か
か
っ
て
、
恋

し
い
と
思
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（
植
物
）

葉
が
蛙
の
手
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
か
え
る
て
」（
蛙
手
）
の
名
が
で
き
、
さ
ら
に
「
る
」

が
脱
落
し
て
、
カ
エ
デ
と
な
っ
た
。
ま
た
葉
が
赤
く
変
化
す
る
た
め
「
紅
葉
（
も
み
じ
）
」
の

名
前
も
あ
る
。（
「
も
み
じ
」
と
は
色
が
変
わ
る
こ
と
の
総
称
で
あ
る
。）

薬
用

ハ
ナ
カ
エ
デ
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
目
薬
の
木
な
ど
は
、
樹
皮
、
枝
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の

を
目
薬
、
肝
臓
薬
と
し
て
使
用
す
る
。

用
途

幹
材
は
変
木
の
床
柱
な
ど
建
築
材
、
器
具
材
、
盆
栽
等
に
利
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

カ
ラ
タ
チ

（
万
葉
名

か
ら
た
ち
〔
枳
〕
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
低
木
）

九
十
六

14

か
ら
た
ち
の

茨
刈
り
除
け

倉
建
て
む

う
ば
ら

そ

屎
遠
く
ま
れ

櫛
造
る
刀
自

く
そ
と
ほ

く
し
つ
く

と

じ

万
葉
集

巻
・
十
六
・
三
八
三
二

（
作
者
）
忌
部
首

い
む
べ
の
お
び
と

（
歌
意
）

カ
ラ
タ
チ
の
と
げ
の
あ
る
木
を
刈
り
と
っ
て
、
そ
こ
に
倉
を
建
て
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
ウ
ン
チ

を
す
る
な
ら
遠
く
へ
行
っ
て
し
な
さ
い
。
櫛
を
作
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
た
ち
よ
。

（
植
物
）

中
国
原
産
（
暖
地
で
は
野
生
化
し
て
い
る
）

枝
に
鋭
い
刺
が
あ
り
、
泥
棒
避
け
に
生
け
垣
等
に
使
用
さ
れ
、
古
く
は
親
し
み
に
く
い
木
の
代

表
、
葉
は
揚
羽
蝶
の
幼
虫
が
好
み
、
北
原
白
秋
の
童
謡
歌
「
か
ら
た
ち
の
花
」
で
も
使
わ
れ
て

お
り
、
今
で
は
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
詩
的
な
植
物
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
。

用
途

庭
木
、
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
の
台
木
等

薬
用

実
、
葉
と
も
に
浴
用
に
良
く
、
果
実
は
苦
い
の
で
食
用
に
は
な
ら
な
い
が
漢
方
名
を
穀

（
き
こ
く
）
と
言
い
健
胃
剤
、
肌
荒
れ
防
止
等
に
使
用
さ
れ
る
。（
実
は
ア
ル
コ
ー
ル

漬
け
で
保
存
で
き
る
。
）
花
は
芳
香
性
の
精
油
が
採
れ
、
葉
は
揉
ん
で
凍
傷
に
良
い
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月
（
結
実
は
十
月
）

ニ
ラ

（
万
葉
名

く
く
み
ら
〔
久
君
美
良
〕
ユ
リ
科
の
多
年
草
）

三

15

伎
波
都
久
の

岡
の
く
く
み
ら

わ
れ
摘
め
ど

き

は

つ

く

お
か

つ

籠
に
も
満
た
な
ふ

背
な
と
摘
ま
さ
ね

こ

み

せ

つ

万
葉
集

巻
・
十
四
・
三
四
四
四

（
東
歌
）

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

「
き
は
つ
く
」（
地
名
：
常
陸
国
真
壁
郡
か
）
の
丘
の
ニ
ラ
を
私
は
摘
ん
で
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

籠
が
一
杯
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
、
あ
の
方
と
一
緒
に
お
摘
み
な
さ
い
よ
。

か
ご

（
問
答
歌
と
す
る
説
を
と
っ
て
訳
す
）

（
植
物
）

中
国
原
産

臭
い
が
強
く
、
ニ
ン
ニ
ク
・
ネ
ギ
・
ヒ
ル
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
と
共
に
五
葷
（
ご
く
ん
）
の
ひ
と
つ
。

食
用

栽
培
種
（
野
菜
）
が
あ
り
餃
子
、
味
噌
汁
の
具
等
に
使
用
す
る
。
（
戦
前
は
利
用
が
少

な
か
っ
た
が
、
戦
後
急
激
に
生
産
消
費
が
進
む
。）

薬
用

健
胃
、
下
痢
止
め
、
腰
痛
等
の
効
果
が
あ
る
。

花
の
期
間

七
月
～
九
月
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ク
ワ

（
万
葉
名

く
は
〔
桑
〕
ク
ワ
科
の
落
葉
高
木
）

十
一

16

た
ら
ち
ね
の

母
が
そ
の
な
る

桑
す
ら
に

く
は

願
へ
ば
衣
に

着
る
と
ふ
も
の
を

き
ぬ

万
葉
集

巻
・
七
・
一
三
五
七

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

母
が
生
活
の
資
を
得
て
い
る
桑
の
葉
で
さ
え
お
願
い
す
れ
ば
着
物
に
し
て
着
る
こ
と
が
で
き
る

の
に
。（
ど
う
し
て
あ
な
た
は
私
の
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
）

（
植
物
）

中
国
原
産

（
養
蚕
技
術
と
共
に
伝
来
、
槐

桃

楮

柏

桑
で
五
木
）

食
葉
（
く
は
）
蚕
葉
（
こ
は
）
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。

用
途

日
本
で
は
蚕
の
餌
（
養
蚕
）
あ
る
い
は
家
畜
の
飼
料
だ
が
、
西
洋
で
は
果
実
（
改
良
種
）

と
し
て
食
べ
る
（
改
良
種
は
白
い
花
を
つ
け
る
）
材
は
工
芸
品
の
原
料
、
建
築
資
材

（
床
柱
等
）
、

皮
は
製
紙
、
布
織
等
に
使
用
す
る
。

食
用

葉
は
お
桑
茶
、
実
は
ジ
ャ
ム
、
生
食
、
果
実
酒
に
使
用
す
る
。

薬
用

根
内
皮
（
桑
白
皮
）
は
咳
止
め
、
利
尿
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月

花
言
葉

不
思
議
、
知
恵

コ
ナ
ラ

（
万
葉
名

こ
な
ら
〔
許
奈
良
〕
ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
）

十
三

17

下
野
の

三
毳
の
山
の

小
楢
の
す

し
も
つ
け

み

か

も

こ

な

ら

ま
麗
し
児
ろ
は

誰
が
筍
か
持
た
む

ぐ
は

け

万
葉
集

巻
・
十
四
・
三
四
二
四
（
東
歌
）

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

下
野
（
栃
木
県
）
の
三
毳
（
地
名
）
の
山
に
生
え
て
い
る
コ
ナ
ラ
の
よ
う
に
美
し
い
あ
の
娘
さ
ん
は
、

み

か

も

一
体
誰
の
食
事
の
世
話
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
（
誰
の
妻
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
）
。

（
植
物
）

雑
木
林
の
主
役
で
雌
雄
同
種

樹
勢
が
強
く
、
根
を
残
し
て
短
期
間
（
十
年
）
繰
り
返
し
て
伐
採
（
ぼ
う
芽
更
新
）
が
で
き
、

古
く
は
農
家
の
重
要
な
生
活
農
業
用
資
材
で
あ
っ
た
。

用
途

葉
は
肥
料
の
原
料
、
幹
は
薪
炭
、
椎
茸
の
原
料
、
家
具
材
、
建
築
材
等
に
使
用
す
る
。

ま
た
東
北
地
方
で
は
昔
、
若
葉
を
「
五
倍
子
」
の
代
わ
り
と
し
て
「
お
歯
黒
」
に
使
用

し
た
。

花
の
期
間

五
月

サ
カ
キ

（
万
葉
名

さ
か
き
〔

賢
木
〕
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
高
木
）

十
六

18

ひ
さ
か
た
の

天
の
原
よ
り

生
ま
れ
来
た
る

神
の
命

あ
ま

み
こ
と

奥
山
の

榊
の
枝
に

し
ら
か
付
く

木
綿
と
り
つ
け
て･

･
･

さ
か
き

ゆ

ふ

万
葉
集

巻
・
三
・
三
七
九
（
長
歌
）

（
作
者
）

大
伴
坂
上
郎
女

（
歌
意
）

高
天
原
の
枝
よ
り
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
神
様
よ

た
か
ま

が

は
ら

奥
山
の
サ
カ
キ
の
木
に
木
綿
を
と
り
つ
け
て
…

（
植
物
）

日
本
原
産
（
ア
ジ
ア
に
分
布
）

栄
え
木
と
し
て
祭
礼
用
に
使
用
す
る
為
、
あ
る
い
は
神
域
と
現
世
の
境
の
木
と
し
て
（
サ
カ
キ
）
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の
名
が
あ
り
日
本
で
は
古
来
か
ら
、
サ
カ
キ
（
榊
）
を
神
事
用
に
使
用
し
て
い
る
。

西
日
本
で
は
、
サ
カ
キ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
関
東
地
方
で
は
分
布
が
少
な
い
た
め
、
よ
く
似
た

ヒ
サ
カ
キ
を
代
用
し
て
い
る
。

用
途

葉
は
神
事
用
に
使
用
さ
れ
、
幹
材
は
器
具
材
等
に
使
用
さ
れ
る
。

花
の
期
間

六
月
～
七
月

ミ
ツ
マ
タ

（
万
葉
名

さ
き
く
さ
〔
三
枝
〕
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
落
葉
低
木
）

五

19

春
さ
れ
ば

ま
づ
三
枝
の

幸
く
あ
ら
ば

は
る

さ
き
く
さ

さ
き

後
に
も
逢
は
む

な
恋
ひ
そ
吾
妹

の
ち

あ

こ

わ

ぎ

も

万
葉
集

巻
・
十
・
一
八
九
五

（
作
者
）

不
詳
（
人
麻
呂
歌
集
）

（
歌
意
）

春
が
来
る
と
真
っ
先
に
咲
く
ミ
ツ
マ
タ
の
よ
う
に
、
幸
い
に
も
無
事
で
あ
れ
ば
ま
た
い
つ
か
は

会
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
ん
な
に
恋
こ
が
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
私
の
恋
人
よ
。

（
植
物
）

中
国
原
産
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
も
あ
る
）

和
紙
の
高
級
原
料
で
虫
害
を
受
け
に
く
く
紙
幣
や
証
券
用
に
使
用
さ
れ
、
コ
ウ
ゾ
と
同
じ

で
樹
皮
を
使
用
す
る
。
開
花
期
間
が
長
く
庭
木
等
が
多
い
が
、
半
野
生
化
も
し
て
い
る
。

薬
用

葉
を
水
虫
、
田
虫
等
に
外
用
す
る
。

花
の
期
間

三
月
～
四
月

花
言
葉

意
外
な
出
来
事

マ
テ
バ
ジ
イ

（
万
葉
名

し
ひ
〔
椎
・
四
比
〕
ブ
ナ
科
の
常
緑
高
木
）

二
十
五

20

家
に
あ
れ
ば

筍
に
盛
る
飯
を

草
枕

い
へ

け

い
ひ

旅
に
し
あ
れ
ば

椎
の
葉
に
盛
る

し
ひ

万
葉
集

巻
・
二
・
一
四
二

（
作
者
）

有
馬
皇
子

（
歌
意
）

家
に
い
る
時
は
、
食
器
に
盛
り
付
け
る
ご
飯
を
、
旅
の
途
中
に
あ
る
身
の
上
な
の
で
、
椎
の
葉

に
盛
っ
て
い
ま
す
。（
当
時
十
九
歳
の
皇
子
が
謀
反
の
罪
で
都
か
ら
紀
州
に
い
る
中
大
兄
皇
子

の
も
と
に
、
護
送
さ
れ
る
途
中
に
詠
ん
だ
歌
）

（
植
物
）

椎
は
通
常
ス
ダ
ジ
イ
を
い
う
が
、
葉
が
小
さ
い
た
め
、
こ
の
歌
の
椎
は
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
の
大
き
な

葉
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
マ
テ
バ
ジ
イ
の
葉
は
十
数
セ
ン
チ
と
大
き
い
た
め
、
マ
テ
バ
ジ
イ

の
説
を
採
用
し
た
。
こ
の
木
に
自
然
に
発
生
す
る
食
用
き
の
こ
を
シ
イ
タ
ケ
（
椎
茸
）
と
い
う
。

用
途

建
築
材
、
椎
茸
原
木
、
薪
炭
材
、
家
具
材
等
に
使
用
す
る
。
樹
皮
は
染
料
。

食
用

実
は
生
で
食
べ
て
も
炒
め
て
も
お
い
し
い
。

花
の
期
間

六
月
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コ
ウ
ゾ
（
万
葉
名

た
く
〔
栲
・
多
久

〕
ク
ワ
科
の
落
葉
高
木
）

三
十

21

水
沫
な
す

脆
き
命
も

た
く
繩
の

み

な

わ

も
ろ

い
の
ち

な
は

千
尋
の
も
が
と

願
ひ
暮
し
つ

ち

ひ

ろ

ね
が

く
ら

万
葉
集

巻
・
五
・
九
〇
二

（
作
者
）

山
上
憶
良

（
歌
意
）

水
の
泡
の
よ
う
に
は
か
な
く
直
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
命
で
も
コ
ウ
ゾ
の
皮
で
作
っ
た
繩

の
よ
う
に
、
長
く
生
き
ら
れ
る
様
と
願
っ
て
暮
ら
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
植
物
）

コ
ウ
ゾ
は
現
在
で
も
和
紙
製
造
の
た
め
青
森
県
以
南
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

コ
ウ
ゾ
で
漉
い
た
和
紙
は
強
く
上
質
紙
で
あ
る
。

茨
城
県
で
は
山
方
地
方
で
現
在
も
和
紙
民
芸
と
し
て
盛
ん
で
あ
る
。

関
東
で
は
栽
培
放
棄
さ
れ
野
生
化
し
た
コ
ウ
ゾ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

野
生
種
は
あ
ま
り
結
果
し
な
い
が
、
栽
培
種
で
は
見
受
け
ら
れ
実
は
食
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

コ
ウ
ゾ

（
万
葉
名

た
へ
〔
妙
・
多
倍
〕
ク
ワ
科
の
落
葉
高
木
）

三
十
の
二

22

春
す
ぎ
て

夏
来
た
る
ら
し

白
た
へ
の

衣
ほ
し
た
り

天
の
香
具
山

こ
ろ
も

あ
め

か

ぐ

や
ま

万
葉
集

巻
・
一
・
二
八

（
作
者
）

持
統
天
皇

（
歌
意
）

春
が
過
ぎ
さ
っ
て
夏
が
来
た
よ
う
で
す
。
コ
ウ
ゾ
で
織
っ
た
真
っ
白
の
衣
が
干
し
て
あ
り
ま
す
、

天
の
香
具
山
に
。

（
植
物
）

「
た
え
」
は
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
で
織
っ
た
布
（
衣
）

コ
ウ
ゾ
は
現
在
で
も
和
紙
製
造
の
た
め
青
森
県
以
南
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

コ
ウ
ゾ
で
漉
い
た
和
紙
は
強
く
上
質
紙
で
あ
る
。

茨
城
県
で
は
山
方
地
方
で
現
在
も
和
紙
民
芸
と
し
て
盛
ん
で
あ
る
。

関
東
で
は
栽
培
放
棄
さ
れ
野
生
化
し
た
コ
ウ
ゾ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

野
生
種
は
あ
ま
り
結
果
し
な
い
が
、
栽
培
種
で
は
見
受
け
ら
れ
実
は
食
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

タ
ケ
（
万
葉
名

た
け
〔
太
気
・
竹
〕
イ
ネ
科
の
常
緑
多
年
草
）

三
十
一

23

植
竹
の

本
さ
へ
響
み

出
で
て
去
な
ば

う
え
だ
け

も
と

と
よ

い

い

い
づ
し
向
き
て
か

妹
が
嘆
か
む

む

い
も

な
げ

万
葉
集

巻
・
十
四
・
三
四
七
四
（
東
歌
）

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

植
え
て
あ
る
竹
の
根
元
ま
で
と
ど
ろ
く
よ
う
に
騒
が
し
く
あ
わ
た
だ
し
く
家
を
出
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
（
途
方
に
く
れ
て
）
あ
な
た
は
嘆
く
で
し
ょ
う
か
。
（
防
人
を

命
じ
ら
れ
た
と
き
の
歌
か
）

（
植
物
）

中
国
原
産
（
マ
ダ
ケ
）
、
熱
帯
原
産
（
孟
宗
竹
）
等
、
日
本
原
産
（
オ
カ
メ
ザ
サ
、
業
平
竹
等
）

も
う
そ
う
ち
く

な
り
ひ
ら
ち
く

竹
は
一
定
の
周
期
に
花
を
咲
か
せ
、
全
体
が
枯
れ
る
習
性
を
も
つ
が
、
実
あ
る
い
は
地
下
茎
に

よ
り
数
年
後
に
は
復
活
す
る
。
（
開
花
竹
林
）

食
用

タ
ケ
ノ
コ
（
筍
）
で
食
物
繊
維
が
豊
富
で
沢
山
の
料
理
方
法
が
あ
る
。

用
途

幹
材
は
広
く
工
芸
の
原
料
で
食
器
、
楽
器
、
刃
物
、
家
具
、
建
築
材
等
に
使
用
さ
れ
る
。

青
竹
を
使
用
し
た
笹
酒
は
風
流
と
同
時
に
薬
効
も
あ
る
。
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チ
ガ
ヤ

（
万
葉
名

ち
が
や
〔
茅
草
〕
イ
ネ
科
の
多
年
草
）

四
十
一

24

天
な
る
や

神
楽
良
の
小
野
に

茅
草
刈
り

あ
め

さ

さ

ら

を

の

ち

が

や

か

草
刈
り
ば
か
に

鶉
を
立
つ
も

う
づ
ら

万
葉
集

巻
・
十
六
・
三
八
八
七

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

天
に
あ
る
神
楽
良
の
小
野
で
チ
ガ
ヤ
を
刈
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
刈
っ
て
い
る
場
所
で
鶉
が
急
に

飛
び
立
ち
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
植
物
）

も
と
は
「
ち
」
と
い
っ
た
。
万
葉
で
は
「
浅
茅
原
」
な
ど
複
合
語
の
中
に
見
え
る
。

地
中
海
沿
岸
が
原
産
で
乾
い
た
と
こ
ろ
に
多
く
生
育
し
、
根
茎
が
強
く
、
他
の
植
物
の
侵
入
を

許
さ
な
い
ほ
ど
で
、
野
芝
と
相
性
が
良
く
、
近
く
に
生
え
て
い
る
。

用
途

花
穂
（
白
い
綿
毛
）
は
火
打
ち
石
の
火
を
う
つ
し
取
る
「
火
口
」
に
用
い
た
。

薬
用

根
茎
を
利
尿
剤
（
膀
胱
炎
、
胃
下
垂
等
）
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
六
月

イ
チ
ョ
ウ

（
万
葉
名

ち
ち
〔
知
知
・
知
智
〕
イ
チ
ョ
ウ
科
の
落
葉
高
木
）

八
十

25

大
君
の
任
け
の
ま
に
ま
に

島
守
に

ま

し
ま
も
り

我
が
立
ち
来
れ
ば

は
は
そ
葉
の

母
の
命
は

み
こ
と

み
裳
の
裾

摘
み
上
げ
か
き
撫
で

ち
ち
の
実
の

も

す
そ

つ

あ

な

父
の
命
は

た
く
づ
の
の

白
ひ
げ
の
上
ゆ

涙
垂
り･

･
･

（
長
歌
）

み
こ
と

う
え

な
み
だ

た

万
葉
集

巻
・
二
十
・
四
四
〇
八

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

天
皇
陛
下
の
命
を
受
け
て
、
防
人
に
出
発
す
る
と
き
、
母
上
は
着
物
の
裾
を
た
く
し
上
げ
て
私

を
撫
で
て
別
れ
を
惜
し
み
、
父
上
は
白
い
髭
の
上
か
ら
涙
を
垂
ら
し
て･

･
･

。
（
「
ち
ち
の
実
」）

は
同
音
の
「
父
」
に
か
か
る
枕
詞
）

ち
ち

（
植
物
）

中
国
原
産
（
雌
雄
異
体
。
ジ
ュ
ラ
紀
が
全
盛
期
で
全
世
界
に
分
布
し
て
い
た
が
氷
河
期
に
全
滅
。

中
国
の
一
部
に
生
存
し
て
現
在
に
至
る
。
）

日
本
に
は
室
町
時
代
に
渡
来
。
稀
に
葉
に
実
が
な
る
「
お
葉
付
き
イ
チ
ョ
ウ
」
が
あ
り
全
国
で

十
数
個
所
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
県
内
で
は
唯
一
水
戸
の
白
旗
山
八
幡
宮
が
有
名
で
あ
る
。

用
途

建
築
材
、
基
盤
、
将
棋
盤
、
工
芸
品
等
に
利
用
さ
れ
る
。

食
用

実
（
銀
杏
）

薬
用

葉
を
鎮
咳
に
利
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月

ケ
ヤ
キ
（
万
葉
名

つ
き
〔
槻
〕
ニ
レ
科
の
落
葉
広
葉
高
木
）

三
十
七

26

天
と
ぶ
や

軽
の
社
の

斎
槻

あ
ま

か
る

や
し
ろ

い
は
ひ
つ
き

幾
代
ま
で
あ
ら
む

隠
妻
そ
も

い
く

よ

こ
も
り
つ
ま

万
葉
集

巻
・
十
一
・
二
六
五
六

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

軽
の
社
に
祀
っ
て
あ
る
御
神
木
の
ケ
ヤ
キ
は
育
つ
の
に
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
つ

い
っ
た
い
い
つ
ま
で
世
間
を
は
ば
か
っ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
隠
し
妻
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
植
物
）

「
つ
き
」
と
「
け
や
き
」
は
植
物
学
的
区
分
は
不
明
で
、
別
も
の
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
は

「
け
や
き
」
同
一
説
を
と
る
。
日
本
を
代
表
す
る
樹
木
で
、
高
さ
約
五
十
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
五
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メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
巨
木
も
あ
り
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。

用
途

庭
木
、
街
路
樹
、
盆
栽
、
防
風
垣
、
幹
材
は
建
築
、
彫
刻
、
器
具
、
楽
器
、
漆
器
の
生
地

等
に
使
用
さ
れ
、
関
東
で
は
屋
敷
林
と
し
て
重
用
さ
れ
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

（
万
葉
名

つ
ぎ
ね
〔
次
嶺
〕
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
の
多
年
草
）

七
十
五

27

つ
ぎ
ね
ふ

山
城
道
を

他
夫
の

や
ま
し
ろ

ぢ

ひ
と
づ
ま

馬
よ
り
行
く
に

己
夫
し

徒
歩
よ
り
行
け
ば

お
の
づ
ま

か

ち

ゆ

見
る
ご
と
に

音
の
み
し
泣
か
ゆ･

･
･

（
長
歌
）

ね

万
葉
集

巻
・
十
三
・
三
三
一
四

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の
生
え
て
い
る
山
城
の
国
へ
の
道
を
、
人
の
夫
は
馬
に
乗
っ
て
楽
に
越
え
て
行

く
の
に
、
私
の
夫
は
歩
い
て
苦
労
し
な
が
ら
行
く
の
で
、
見
る
た
び
に
泣
け
て
し
ま
い
ま
す
…
。

（
植
物
）

「
つ
ぎ
ね
」
（
「
つ
ぎ
ね
ふ
」
は
「
山
城
」
に
か
か
る
枕
詞
）
の
意
味
は
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
と
も
フ
タ

リ
シ
ズ
カ
と
も
あ
る
い
は
沢
山
の
峰
等
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
一
人
静
」
を
と
る
。

こ
の
植
物
は
別
名
「
吉
野
静
」
と
も
言
わ
れ
「
静
御
前
」
が
舞
う
姿
に
例
え
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

薬
用

根
を
腫
れ
物
、
で
き
も
の
の
外
用
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
六
月

ツ
ツ
ジ
（
万
葉
名

つ
つ
じ
〔
管
仕
・
乍
自
〕
ツ
ツ
ジ
科
の
落
葉
低
木
）

四
十
の
二

28

風
早
の

美
保
の
浦
廻
の

白
つ
つ
じ

か
ざ
は
や

う

ら

み

見
れ
ど
も
さ
ぶ
し

な
き
人
思
へ
ば

万
葉
集

巻
・
三
・
四
三
四

（
作
者
）

河
辺
宮
人

か
わ
べ
の
み
や
ひ
と

（
歌
意
）

風
が
強
く
吹
き
つ
け
る
美
保
の
浦
に
白
い
ツ
ツ
ジ
が
咲
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
て
も
心
は

少
し
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
ば
か
り
を
思
っ
て
い
ま
す
の
で
。

（
植
物
）

日
本
原
産

（
本
州
中
部
以
西
に
分
布
）

ツ
ツ
ジ
科
は
落
葉
低
木
、
半
落
葉
低
木
、
に
わ
か
れ
日
本
に
は
二
二
種
あ
り
温
帯
や
亜
寒
帯
に

分
布
す
る
。
花
の
色
や
名
前
も
色
々
あ
り
特
に
名
前
は
、
そ
の
地
名
が
頭
に
つ
く
も
の
が
多
く
あ
る
。

ま
た
、
サ
ツ
キ
は
樹
勢
も
強
く
栽
培
し
や
す
く
、
実
生
、
挿
木
、
取
り
木
、
接
木
な
ど
の
植
し
方
法

な
ど
が
で
き
る
た
め
、
古
く
よ
り
盆
栽
の
愛
好
家
が
多
い
。

花
の
期
間

四
月
～
六
月

花
言
葉

厳
し
い
生
き
方
、
摂
生

ツ
バ
キ
（
万
葉
名

つ
ば
き
〔
都
婆
吉
・
椿
〕
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
広
葉
高
木
）

29

あ
し
ひ
き
の

八
つ
峰
の
椿

つ
ら
つ
ら
に

や

を

つ
ば
き

見
と
も
飽
か
め
や

植
ゑ
て
け
る
君

み

あ

う

き
み

万
葉
集

巻
・
二
十
・
四
四
八
一

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

た
く
さ
ん
の
峰
々
に
連
な
っ
て
咲
く
椿
は
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
庭
に
椿
を

植
え
た
あ
な
た
も
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
植
物
）

日
本
の
野
生
種
は
七
属
約
二
十
種
で
、
園
芸
種
は
沢
山
あ
る
。
漢
名
の
「
椿
」
は
中
国
で
は
チ
ャ
ン
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チ
ン
の
こ
と
で
漢
名
は
「
山
茶
」
と
い
う
。
花
が
ぽ
と
り
と
落
ち
る
こ
と
か
ら
「
首
が
落
ち
る
」
に

縁
起
を
担
ぎ
、
武
家
屋
敷
で
は
忌
み
木
と
し
あ
ま
り
植
え
ら
れ
て
い
な
い
。
古
く
は
葉
に
霊
力
が
あ

る
と
さ
れ
葉
を
観
賞
す
る
木
で
あ
っ
た
。（
神
聖
な
木
）

用
途

種
子
は
椿
油
、
幹
材
の
灰
汁
は
染
色
に
使
用
さ
れ
、
椿
炭
は
漆
器
の
研
磨
剤
に
最
適
で
あ

る
。
ま
た
、
材
質
が
緻
密
で
柔
軟
な
た
め
、
遊
び
の
独
楽
等
に
使
用
さ
れ
る
。

薬
用

花
、
種
子
は
整
腸
剤
、
軟
膏
の
基
礎
剤
、
頭
髪
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

十
二
月
～
四
月

花
言
葉

謙
虚
な
美
徳
（
赤
花
）
至
高
の
愛
ら
し
さ
（
白
花
）

ナ
ツ
メ

（
万
葉
名

な
つ
め
〔
棗
〕
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
の
落
葉
高
木
）

九
十
五

30

玉
箒

刈
り
来

鎌
麻
呂

む
ろ
の
木
と

た
ま
ば
は
き

か

こ

か
ま

ま

ろ

棗
が
本
と

か
き
掃
か
む
た
め

な
つ
め

も
と

は

万
葉
集

巻
・
十
六
・
三
八
三
〇

（
作
者
）

長
忌
寸
意
吉
麻
呂

（
歌
意
）

コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
を
刈
り
と
っ
て
来
な
さ
い
よ
、
鎌
麻
呂
さ
ん
、
ム
ロ
の
木
と
ナ
ツ
メ
の
木
の
根

も
と
を
掃
い
て
掃
除
し
ま
す
か
ら
。

（
植
物
）

南
欧
・
東
南
ア
ジ
ア
原
産

ナ
ツ
メ
は
他
の
樹
木
よ
り
遅
く
新
芽
が
ふ
く
の
で
「
夏
芽
」
か
ら
の
名
前
で
あ
る
。

中
国
で
は
生
食
、
薬
用
と
し
て
重
用
（
干
し
ナ
ツ
メ
）

日
本
も
古
代
は
干
し
ナ
ツ
メ
、
そ
の
後
柿
が
代
用
さ
れ
干
柿
が
主
流
に
な
る
。

薬
用

（
大
棗
）
・
利
尿
、
強
壮
、
咳
き
止
め
、
不
眠
等
に
利
用
す
る
。

食
用

生
食
（
リ
ン
ゴ
に
似
た
味
）
、
保
存
食
（
干
し
物
）、
棗
酒
等
に
利
用
す
る
。

花
の
期
間

六
月

花
言
葉

悩
み
を
和
ら
げ
る
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ナ
デ
シ
コ

（
万
葉
名

な
で
し
こ
〔
瞿
麦
・
石
竹
〕
ナ
デ
シ
コ
科
の
多
年
草
）

四
十
五

31

我
が
や
ど
の

な
で
し
こ
の
花

さ
か
り
な
り

手
折
り
て
一
目

見
せ
む
児
も
が
も

た

を

ひ
と

め

万
葉
集

巻
・
八
・
一
四
九
六

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

私
の
家
の
庭
の
ナ
デ
シ
コ
の
花
が
満
開
で
す
。
こ
の
花
を
手
折
っ
て
一
目
で
い
い
か
ら
見
せ
て

や
れ
る
よ
う
な
女
の
子
が
い
た
ら
い
い
の
に
な
あ
。

（
植
物
）

秋
の
七
草
の
一
つ
（
古
名
が
常
夏
）

学
名
の
「
ス
ペ
ル
ブ
ス
」
は
「
最
上
等
」
と
い
う
意
味
で
命
名
者
の
リ
ン
ネ
が
こ
の
花
が
と
て

も
好
き
な
為
に
こ
の
学
名
が
あ
る
。

大
和
撫
子
（
や
ま
と
な
で
し
こ
）
は
日
本
女
性
の
清
楚
な
美
し
さ
を
例
え
る
象
徴
に
さ
れ
る
。

日
本
独
自
の
ナ
デ
シ
コ
と
中
国
か
ら
渡
来
し
た
石
竹
（
唐
撫
子
）
を
区
別
す
る
た
め
そ
う
呼
ば
れ
た
。

か
ら
な
で
し

こ

薬
用

実
を
「
く
ば
く
し
」
と
い
っ
て
利
尿
剤
や
通
経
剤
と
し
て
利
用
す
る
。

花
の
期
間

七
月
～
十
月

花
言
葉

変
わ
ら
ぬ
友
情
、
純
粋
な
愛
情

ハ
ギ

（
万
葉
名

は
ぎ
〔
芽
子
・
波
義
〕
マ
メ
科
の
落
葉
低
木
）

四
十
七

32

秋
風
は

日
に
け
に
吹
き
ぬ

高
円
の

野
辺
の
秋
萩

散
ら
ま
く
惜
し
も

万
葉
集

巻
・
十
・

二
一
二
一

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

秋
風
は
日
ま
し
に
強
く
吹
い
て
き
ま
す
。
高
円
の
野
辺
に
咲
い
て
い
る
ハ
ギ
の
花
が
散
っ
て

い
く
の
が
惜
し
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

（
植
物
）

萩
は
万
葉
集
の
中
で
最
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

秋
の
七
草
の
第
一
番
目
に
お
か
れ
、
秋
の
代
表
的
な
花
で
「
秋
に
咲
く
草
」
と
い
う
こ
と
で

「
萩
」
の
字
（
国
字
）
が
創
ら
れ
た
。
（
漢
字
と
は
別
）
あ
る
い
は
、
古
い
株
か
ら
芽
が
出
る
の

で
「
生
え
木
・
は
え
ぎ
・
ハ
ギ
」
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。

照
葉
樹
林
帯
周
辺
に
分
布
し
、
沢
山
の
種
類
が
あ
る
が
、
現
在
公
園
庭
園
等
に
植
え
ら
れ
て
い

る
の
は
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
系
が
多
い
。

用
途

庭
園
木
、
花
材
、
枯
れ
幹
（
茎
）
は
垣
根
、
ほ
う
き
等
の
材
料
に
使
用
す
る
。

食
用

若
芽
は
お
茶
の
代
用
に
な
る
。

花
の
期
間

八
月
～
九
月

花
言
葉

過
去
の
思
い
出
、
思
い
に
ふ
け
る
、
上
品
な
物
腰

シ
ャ
ガ
（
万
葉
名

は
な
か
つ
み
〔
花
勝
見
〕
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
）

八
十
九

33

を
み
な
え
し

左
紀
沢
に

生
ふ
る
花
か
つ
み

さ

き

さ
わ

お

か
つ
て
も
知
ら
ぬ

恋
も
す
る
か
も

こ
ひ

万
葉
集

巻
・
四
・
六
七
五

（
作
者
）

中
臣

郎
女

な
か
と
み
の
い
ら
つ

め

（
歌
意
）

佐
紀
の
沢
（
地
名
）
に
生
え
て
い
る
花
か
つ
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
恋
を
す
る
こ
と
で
す
。（
「
花
か
つ
み
」
は
同
音
の
「
か
つ
て
」
を
引
き
出
す
序
詞
）

（
植
物
）

マ
コ
モ
、
シ
ョ
ウ
ブ
等
の
諸
説
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
シ
ャ
ガ
を
と
る
。

中
国
原
産
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半
日
蔭
を
好
み
、
繁
殖
は
株
分
け
で
増
や
す
。

花
の
期
間

四
月

花
言
葉

消
極
的
な
反
抗

ザ
ク
ロ

（
万
葉
名

は
ね
ず
〔
翼
酢
〕
ザ
ク
ロ
科
の
落
葉
小
高
木
）

四
十
九

34

思
は
じ
と

言
ひ
て
し
も
の
を

は
ね
ず
色
の

う
つ
ろ
ひ
や
す
き

我
が
心
か
も

万
葉
集

巻
・
四
・
六
五
七

（
作
者
）

大
伴
坂
上
郎
女

（
歌
意
）

も
う
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
慕
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
の
に
、
ザ
ク
ロ

の
花
の
色
の
よ
う
に
、
気
が
変
わ
り
や
す
い
私
の
心
な
の
で
す
ね
。

（
植
物
）

万
葉
名
「
は
ね
ず
」
の
意
味
に
は
、
庭
梅
、
庭
桜
、
木
蓮
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
は

「
ザ
ク
ロ
」
説
を
と
る
。

ペ
ル
シ
ャ
原
産
（
中
国
経
由
で
薬
用
と
し
て
渡
来
）

歴
史
の
古
い
果
樹
な
の
で
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
色
々
な
伝
説
が
あ
る
。
欧
米
で
は
種
子
が
多
い

の
で
、
多
産
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
。

用
途

果
実
は
生
食
、
果
実
酒
、
樹
木
は
庭
木
、
盆
栽
、
花
材
等
に
使
用
す
る
。

薬
用

幹
皮
で
虫
下
し
水
虫
薬
等
に
使
用
す
る
。
実
は
健
胃
整
腸
、
口
臭
を
消
す
等
の
作
用
が
あ
る
。

花
の
期
間

六
月
～
八
月

花
言
葉

愚
か
し
さ
、
協
同

ア
カ
メ
カ
シ
ワ

（
万
葉
名

ひ
さ
ぎ
〔
久
木
・
歴
木
〕
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
落
葉
高
木
）

五
十
一

35

ぬ
ば
た
ま
の

夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば

ひ
さ
ぎ
生
ふ
る

お

清
き
川
原
に

千
鳥
し
ば
鳴
く

か
は

ら

万
葉
集

巻
・
六
・
九
二
五

（
作
者
）

山
部
赤
人

（
歌
意
）

夜
が
更
け
る
に
し
た
が
っ
て
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
の
生
い
茂
っ
て
い
る
清
ら
か
な
川
原
で
し
き
り

ふ

に
千
鳥
が
鳴
い
て
い
ま
す
。

（
植
物
）

新
芽
が
赤
く
（
紅
色
）
美
し
い
こ
と
と
、
夏
に
な
る
と
赤
い
色
が
と
れ
て
大
き
な
葉
に
な
り
、

こ
の
葉
を
柏
の
葉
と
同
様
に
食
べ
物
を
包
ん
だ
り
盛
っ
た
り
し
て
利
用
し
て
い
た
。

用
途

幹
材
は
建
築
、
燃
料
、
器
具
、
薪
炭
材
等
に
使
用
し
、
葉
や
種
子
は
染
料
等
に
も
使
わ
れ
る
。

薬
用

樹
皮
を
煎
じ
て
腫
物
薬
、
内
用
薬
と
し
て
胃
潰
瘍
等
、
果
実
の
毛
は
駆
虫
剤
と
し
て
使
用

す
る
。

花
の
期
間

六
月
～
七
月

ノ
ビ
ル

（
万
葉
名

ひ
る
〔
蒜
〕
ユ
リ
科
の
多
年
草
）

五
十
五

36

醤
酢
に

蒜
つ
き
合
て
て

鯛
願
ふ

ひ
し
ほ
す

ひ
る

か

た
い
ね
が

我
に
な

見
え
そ

水
葱
の

羹

な

ぎ

あ
つ
も
の

万
葉
集

巻
・
十
六
・
三
八
二
九

（
作
者
）

長
忌
寸
意
吉
麻
呂

な
が
の
い
み
き

お

き

ま

ろ

（
歌
意
）

「
ひ
し
ほ
」
（
味
噌
の
一
種
）
と
酢
に
さ
ら
に
ノ
ビ
ル
を
加
え
て
作
っ
た
高
級
な
調
味
料
に
鯛
を

漬
け
て
食
べ
た
い
と
願
っ
て
い
る
私
に
、
そ
ん
な
ま
ず
そ
う
な
「
な
ぎ
」
の
吸
い
物
な
ど
見
え
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な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
植
物
）

通
称
「
ノ
ノ
ヒ
ロ
」
と
言
い
広
く
山
野
、
畑
等
に
群
生
す
る
。

茎
は
葱
や
分
葱
の
細
い
も
の
と
同
じ
で
、
地
下
の
鱗
茎
の
球
根
が
分
裂
し
繁
殖
す
る
。

わ
け

ぎ

ま
た
、
初
夏
に
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
き
、
そ
の
実
で
も
繁
殖
す
る
。

食
用

茎
は
薬
味
、
茹
で
て
お
ひ
た
し
や
和
え
物
に
す
る
。

薬
用

扁
桃
腺
炎
、
つ
ぶ
し
て
か
ゆ
み
止
め
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

５
月
～
六
月

フ
ジ
バ
カ
マ

（
万
葉
名

ふ
ぢ
ば
か
ま
〔
藤
袴
〕

キ
ク
科
の
多
年
草
）

五
十
四

37

萩
の
花

尾
花

葛
花

な
で
し
こ
の
花

を
み
な
へ
し

ま
た
藤
袴

朝
顔
が
花

万
葉
集

巻
・
八
・
一
五
三
八

（
作
者
）

山
上
憶
良

（
歌
意
）

秋
の
七
草
を
旋
頭
歌
（
五
七
七
・
五
七
七
）
の
形
式
に
詠
み
込
ん
だ
も
の
。
次
に
か
か
げ
る

一
五
三
七
番
歌
の
「
七
種
の
花
」
を
一
つ
一
つ
数
え
上
げ
た
。
秋
の
七
草
は
い
ず
れ
も
薬
用
植
物
。

秋
の
野
に

咲
き
た
る
花
を

指
折
り

か
き
数
ふ
れ
ば

七
種
の
花

お
よ
び

万
葉
集

巻
・
八
・
一
五
三
七

（
作
者
）

山
上
憶
良

（
歌
意
）

秋
野
の
野
に
咲
い
て
い
る
花
を
指
折
っ
て
数
え
て
み
る
と
七
種
類
の
花
が
あ
り
ま
す
。

（
植
物
）

藤
袴
の
花
に
は
桜
の
花
と
同
じ
芳
香
成
分
（
ク
マ
リ
ン
酸
）
が
あ
り
甘
い
香
り
が
あ
る
。

全
草
（
漢
方
で
蘭
草
）
に
も
芳
香
が
あ
る
。

薬
用

利
尿
、
解
熱
、
浮
腫
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

八
月
～
九
月

花
言
葉

恋
の
仲
介
者
、
恋
の
相
談

マ
ツ
（
万
葉
名

ま
つ
〔
松
・
麻
都

〕
マ
ツ
科
の
常
緑
高
木
）

五
十
七

38

磐
代
の

浜
松
が
枝
を

引
き
結
び

い
は
し
ろ

え

真
幸
く
あ
ら
ば

ま
た
還
り
見
む

ま

さ
き

か
へ

万
葉
集

巻
・
二
・
一
四
一

（
作
者
）

有
馬
皇
子

（
歌
意
）

紀
伊
国
岩
代
の
海
辺
に
生
え
て
い
る
松
の
枝
を
引
き
結
ん
で
お
い
て
、
さ
い
わ
い
に
も
無
事
で
あ
っ

た
ら
再
び
帰
っ
て
き
て
見
ま
し
ょ
う
。
（
木
や
草
を
結
ぶ
の
は
幸
せ
を
祈
る
儀
式
。
皇
子
は
謀
反
の

疑
い
で
紀
伊
国
に
送
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
）

（
植
物
）

「
松
竹
梅
」
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
日
本
で
は
と
て
も
め
で
た
い
樹
木
で
、
日
本
人
の
原
風
景
に
「
白

砂
青
松
」
が
あ
る
。
沢
山
の
種
類
が
あ
り
、
黒
松
（
雄
松
）
と
赤
松
（
雌
松
）
の
合
い
の
子
を
ア
イ

グ
ロ
松
と
言
う
。
マ
ツ
は
朝
鮮
か
ら
伝
来
し
て
本
州
以
南
に
広
く
繁
殖
し
、
こ
れ
が
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
全
国
的
な
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
（
杉
、
檜
と
共
に
日
本
三
大
樹
木
）

用
途

建
築
材
、
器
具
、
庭
園
樹
、
盆
栽
、
パ
ル
プ
、
土
木
資
材
。

民
俗

幹
に
出
来
る
溜
に
甘
い
樹
液
が
出
て
、
舐
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
昔
か
ら
農
山
村
の

子
供
の
冬
の
お
や
つ
だ
っ
た
。

薬
用

松
脂
（
ヤ
ニ
）
か
ら
テ
レ
ビ
ン
油
や
ワ
ニ
ス
等
が
と
れ
「
あ
か
ぎ
れ
」
に
効
く
。
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若
葉
は
酒
の
添
加
香
料
、
痛
風
、
白
内
障
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

花
言
葉

同
情
、
光

マ
ユ
ミ
（
万
葉
名

ま
ゆ
み
〔
真
弓
・
檀
〕
ニ
シ
キ
ギ
科
の
落
葉
灌
木
）

五
十
八

39

み
こ
も
刈
る

信
濃
の
真
弓

わ
が
引
か
ば

し

な

の

貴
人
さ
び
て

否
と
言
は
む
か
も

う
ま
ひ
と

い
な

万
葉
集

巻
・
二
・
九
六

（
作
者
）

久
米
禅
師

く

め
の
ぜ
ん

じ

（
歌
意
）

信
濃
の
国
の
マ
ユ
ミ
で
作
っ
た
弓
を
手
も
と
に
引
く
よ
う
に
、
あ
な
た
の
心
を
引
き
つ
け
よ
う

と
し
た
な
ら
、
あ
な
た
は
お
上
品
ぶ
っ
て
「
い
や
で
す
わ
」
と
い
う
で
し
ょ
う
か
。

（
植
物
）

昔
、
こ
の
幹
材
で
弓
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。（
常
陸
国
は
、
古
代
弓
の
産
地
で

常
陸
産
の
弓
は
「
常
陸
真
弓
」
と
し
て
有
名
）

ひ

た

ち

ま

ゆ
み

用
途

庭
木
、
盆
栽
、
玩
具
、
小
箱
、
櫛
な
ど
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

特
に
将
棋
の
駒
あ
る
い
は
日
本
家
具
の
木
釘
に
最
適
で
あ
る
。

花
の
期
間

五
月
～
六
月

花
言
葉

純
粋

カ
ク
レ
ミ
ノ
（
万
葉
名

み
つ
な
が
し
は
〔
御
綱
葉

〕
ウ
コ
ギ
科
の
常
緑
高
木
）

八
十
八

40

三
十
年
秋
九
月
乙
卯

の

朔

の
乙
丑
、
皇
后

い
つ
ば
う

つ
き
た
ち

い
つ
ち
う

お
ほ
き
さ
き

紀
伊
の
国
に
遊
行
き
て

熊
野
の
岬
に
至
り
そ
の
処
の

き

あ
そ
び

ゆ

み
さ
き

と
こ
ろ

御
綱
葉
を
取
り
て
還
り
た
ま
ひ
き

み

つ

な

が
し
は

か
へ

万
葉
集

巻
・
二
・
九
十
・
左
注

（
意
味
）

三
十
年
九
月
十
一
日
皇
后
陛
下
が
紀
伊
の
国
に
行
啓
さ
れ
て
、
熊
野
の
岬
に
至
っ
て

そ
こ
の
カ
ク
レ
ミ
ノ
の
木
を
採
っ
て
お
帰
り
に
な
っ
た
。

（
植
物
）

葉
の
先
が
割
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
蓑
（
蓑
の
雨
が
っ
ぱ
）
に
例
え
た
も
の
で
、

庭
木
に
小
木
が
使
わ
れ
る
た
め
低
木
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
高
木
に
な
る
。

こ
の
葉
は
縁
起
も
の
で
、
神
事
や
宴
会
に
使
用
さ
れ
る
。

用
途

庭
木
、
建
築
材
等
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間
六
月
～
七
月
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カ
ラ
ム
シ

（
万
葉
名

む
し
〔
蒸
〕
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
）

五
十
九

41

む
し
ぶ
す
ま

柔
や
が
下
に

臥
せ
れ
ど
も

な
ご

し
た

ふ

妹
と
し
寝
ね
ば

肌
し
寒
し
も

い
も

ね

は
だ

万
葉
集

巻
・
四
・
五
二
四

（
作
者
）

藤
原
麻
呂

（
歌
意
）

柔
ら
か
く
心
地
よ
い
上
等
な
布
団
（
ム
シ
の
繊
維
で
織
っ
た
布
の
フ
ト
ン
）
の
中
に
寝
て
い
て
も

あ
な
た
と
一
緒
で
な
い
の
で
、
肌
寒
い
淋
し
い
思
い
で
す
。

（
植
物
）

東
南
ア
ジ
ア
原
産

名
前
は
唐
（
か
ら
）
か
ら
き
た
ム
シ
の
意
と
す
る
説
と
、
茎
（
か
ら
）
を
蒸
し
て
繊
維
を
採
っ
た

こ
と
か
ら
付
い
た
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
日
本
最
古
の
布
が
発
見
さ
れ
た
が

こ
の
布
は
カ
ラ
ム
シ
の
繊
維
を
織
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
大
麻
（
あ
さ
）
が
栽
培
さ
れ
中
世
期
よ
り
「
綿
」
が
出
現
す
る
。

薬
用

葉
を
煎
じ
て
利
尿
、
根
を
つ
ぶ
し
て
そ
の
ま
ま
打
ち
身
に
張
る
。

古
代
で
は
黒
焼
き
に
し
て
酒
で
飲
ん
だ
。

花
の
期
間

八
月
～
九
月

カ
エ
デ

（
万
葉
名

も
み
ち
〔
黄
葉
・
毛
美
知
〕
カ
エ
デ
科
の
落
葉
高
木
）

十
二
の
二

42

春
日
野
に

時
雨
ふ
る
見
ゆ

明
日
よ
り
は

し

ぐ

れ

黄
葉
か
ざ
さ
む

高
円
の
山

も

み

ち

た
か
ま
と

万
葉
集

巻
・
八
・
一
五
七
一

（
作
者
）

藤
原
八
束

（
歌
意
）

春
日
野
に
、
時
雨
が
降
る
の
が
見
え
ま
す
。
明
日
か
ら
紅
葉
が
美
し
く
か
ざ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
あ
の
高
円
の
山
は
。

（
植
物
）

葉
が
蛙
の
手
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
か
え
る
て
」（
蛙
手
）
の
名
が
で
き
、
さ
ら
に
「
る
」

が
脱
落
し
て
、
カ
エ
デ
と
な
っ
た
。
ま
た
葉
が
赤
く
変
化
す
る
た
め
「
紅
葉
（
も
み
じ
）
」
の

名
前
も
あ
る
。（
「
も
み
じ
」
と
は
色
が
変
わ
る
こ
と
の
総
称
で
あ
る
。）

薬
用

ハ
ナ
カ
エ
デ
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
目
薬
の
木
な
ど
は
、
樹
皮
、
枝
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の

を
目
薬
、
肝
臓
薬
と
し
て
使
用
す
る
。

用
途

幹
材
は
変
木
の
床
柱
な
ど
建
築
材
、
器
具
材
、
盆
栽
等
に
利
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

モ
モ

（
万
葉
名

も
も
〔
桃
〕
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
）

六
十

43

春
の
園

紅
に
ほ
ふ

桃
の
花

下
照
る
道
に

出
で
立
つ
少
女

を

と

め

万
葉
集

巻
・
十
九
・
四
一
三
九

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

春
の
庭
園
に
は
紅
色
に
桃
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

そ
の
桃
の
花
が
明
る
く
照
り
映
え
る
木
の
下
に
出
で
立
つ
美
し
い
少
女
よ
。

（
植
物
）

桃
は
古
代
よ
り
桃
太
郎
伝
説
の
よ
う
に
悪
霊
を
追
い
払
う
霊
力
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
（
長
命
延
寿

の
霊
木
と
い
わ
れ
た
。
）
中
国･

ペ
ル
シ
ャ
原
産
、
日
本
原
産
（
ヤ
マ
モ
モ
）
栽
培
種
は
中
国
よ
り

古
代
か
ら
仙
木
、
仙
果
と
呼
ば
れ
た
樹
が
渡
来
。

西
欧
で
は
セ
ッ
ク
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
。

民
俗

雛
祭
り
は
「
桃
の
節
句
」
と
呼
ば
れ
桃
の
花
を
供
え
子
供
の
無
病
息
災
を
祈
る
習
慣
が
あ
る
。



- 18 -

薬
用

桃
仁
を
煎
じ
て
婦
人
病
に
用
い
る
。
葉
は
生
葉
を
風
呂
に
入
れ
る
と
あ
せ
も
に
良
い
。

花
（
白
桃
花
）
は
乾
燥
し
た
も
の
を
煎
じ
て
下
剤
、
種
子
は
咳
止
め
に
良
い
。

花
の
期
間

三
月
～
四
月

花
言
葉

守
ら
れ
た
幸
福
、
辛
抱
、
気
立
て
の
良
い
娘

ヤ
ブ
ラ
ン

（
万
葉
名

や
ま
す
げ
〔

夜
麻
須
我
・
山
菅
〕
ユ
リ
科
の
多
年
草
）

一

44

咲
く
花
は

う
つ
ろ
ふ
時
あ
り

あ
し
ひ
き
の

さ

は
な

と
き

山
菅
の
根
し

長
く
は
あ
り
け
り

や
ま
す
が

ね

な
が

万
葉
集

巻
・
二
十
・
四
四
八
四

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

咲
く
花
の
美
し
さ
は
時
と
と
も
に
う
つ
ろ
い
ゆ
き
ま
す
が
、
ヤ
ブ
ラ
ン
の
根
は
土
の
中
で
見
え

な
い
け
れ
ど
も
長
く
の
び
て
い
る
も
の
だ
な
あ
。（
「
や
ま
す
が
」
は
「
や
ま
す
げ
」
の
）
転
じ
た
形
。

ア
メ
〈
雨
〉

ア
マ
ガ
サ
〈
雨
傘
〉
、
サ
ケ
〈
酒
〉

サ
カ
ヤ
〈
酒
屋
〉
の
関
係
に
同
じ
）

｜

｜

（
植
物
）

用
途

庭
園
用
資
材
等

花
は
紫
色
の
上
品
な
小
花
で
、
実
（
種
子
）
も
黒
紫
色
で
碧
色
の
宝
石
の
よ
う
に
見
え
公
園
等
に

多
用
さ
れ
て
い
る
。

薬
用

根
の
ふ
く
ら
ん
だ
と
こ
ろ
を
乾
燥
し
た
も
の
を
大
葉
麦
門
冬
と
い
い
、
滋
養
強
壮
や
痰

お
お

ば

ば
く
も
ん
と
う

き
り
、
お
乳
が
出
る
よ
う
に
な
る
等
の
効
用
が
あ
る
。

花
の
期
間

八
月
～
九
月

花
言
葉

か
く
さ
れ
た
心

ヤ
マ
ブ
キ

（
万
葉
名

や
ま
ぶ
き
〔
山
振
・
山
吹
〕
バ
ラ
科
の
落
葉
高
木
）

六
十
四

45

山
吹
の

立
ち
よ
そ
ひ
た
る

山
清
水

酌
み
に
行
か
め
ど

道
の
知
ら
な
く

万
葉
集

巻
・
二
・
一
五
八

（
作
者
）

高
市
皇
子

（
歌
意
）

山
吹
が
美
し
く
飾
る
よ
う
に
咲
い
て
い
る
山
の
中
の
清
水
を
汲
み
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
が
、
道
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。（
十
市
皇
女
が
亡
く
な
っ
た
時
の
歌
。
山
吹
の
「
黄
」
と
清
水
の
「
泉
」
と

で
「
黄
泉
の
国
」
を
暗
示
。
）

よ

み

（
植
物
）

日
本
原
産

（
中
国
原
産
も
あ
る
）
東
南
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
。
「
ツ
キ
テ
ッ
ポ
ウ
」
の
別
名
が
あ
る

様
に
茎
の
芯
（

）
が
白
色
で
柔
ら
か
く
、
つ
き
だ
す
こ
と
が
出
来
、
昔
の
子
供
も
遊
び
、
現
代
で

は
顕
微
鏡
の
ビ
ア
ス
（
試
料
を
乗
せ
る
）
に
使
用
す
る
。
ま
た
、
し
な
や
か
な
枝
が
風
に
揺
れ
る
（
振

れ
る
）
様
子
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。

〔
参
考
〕

七
重
八
重

花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の

実
の
（
蓑
）
一
つ
だ
に

無
き
ぞ
悲
し
き

み
の

江
戸
城
を
作
っ
た
太
田
道
灌
が
狩
り
の
途
中
の
雨
宿
り
で
使
っ
た
と
さ
れ
る
歌
。
こ
の
山
吹
は
野
生

種
の
「
八
重
咲
」
で
結
実
し
な
い
が
、
一
重
咲
き
は
稀
に
結
実
す
る
。
山
吹
色
は
金
の
輝
き
、
黄
金

色
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
黄
色
の
花
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
一
重
の
白
咲
き
の
「
白
山
吹
」
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
黄
金
の
八
重
咲
を
「
日
本
の
バ
ラ
」「
黄
色
の
バ
ラ
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
人
気
が
あ
る
。

薬
用

花
の
乾
燥
し
た
も
の
を
止
血
薬
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

四
月
～
五
月

花
言
葉

気
品
、
謙
遜
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ユ
ズ
リ
ハ
（
万
葉
名

ゆ
づ
る
は
〔
由
豆
流
波
・
弓
絃
葉
〕
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
常
緑
高
木
）

六
十
五

46

い
に
し
へ
に

恋
ふ
る
鳥
か
も

ゆ
づ
る
は
の

御
井
の
上
よ
り

鳴
き
渡
り
行
く

み

ゐ

万
葉
集

巻
・
二
・
一
一
一

（
作
者
）

弓
削
皇
子

ゆ

げ

の

み

こ

（
歌
意
）

昔
の
こ
と
を
恋
い
慕
う
鳥
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ユ
ズ
リ
ハ
の
茂
る
井
の
上
を
鳴
き
な
が
ら
大

和
の
方
へ
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

（
植
物
）

古
い
葉
が
若
葉
の
成
長
を
待
っ
て
か
ら
落
葉
す
る
様
子
が
、
世
代
交
代
の
見
本
と
し
て
、
縁

起
の
良
い
木
と
さ
れ
正
月
を
飾
る
お
め
で
た
い
木
と
さ
れ
る
。

紅
葉
し
な
い
の
で
黄
昏
の
時
代
は
無
い
と
い
う
縁
起
木
に
使
用
さ
れ
る
。

た
そ
が
れ

用
途

庭
木
、
公
園
樹
等
に
利
用
さ
れ
る
。

薬
用

樹
皮
に
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
み
皮
膚
病
、
駆
虫
等
に
利
用
さ
れ
る
。

花
の
期
間

五
月
～
六
月

ヨ
モ
ギ

（
万
葉
名

よ
も
ぎ
〔
余
母
疑
〕
キ
ク
科
の
多
年
草
）

六
十
七

47

･
･
･

ほ
と
と
ぎ
す

来
鳴
く
五
月
の

あ
や
め
ぐ
さ

き

な

さ

つ

き

蓬
か
づ
ら
き

酒
み
づ
き

遊
び
な
ぐ
れ
ど･

･
･

よ
も
ぎ

さ
か

万
葉
集

巻
・
十
八
・
四
一
一
六

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

･
･
･

時
鳥
が
来
て
鳴
く
五
月
に
、
菖
蒲
や
ヨ
モ
ギ
を
髪
飾
り
に
し
て
、
酒
宴
を
開
い
て
遊
び
慰
め
る
の

ほ

と

と

ぎ

す

で
す
が･

･
･

（
植
物
）

日
本
原
産
（
本
州
以
南
に
分
布
）

万
葉
集
の
中
で
「
ヨ
モ
ギ
」
が
で
る
唯
一
の
歌
で
あ
る
。
春
先
に
若
芽
（
ヒ
メ
ヨ
モ
ギ
）
を
摘
ん
で

草
餅
に
す
る
の
で
「
モ
チ
グ
サ
」

の
別
名
が
あ
る
。
葉
に
心
地
よ
い
香
り
（
精
油
）
が
あ
り
邪
気

を
払
う
と
さ
れ
端
午
の
節
句
に
シ
ョ
ウ
ブ
の
葉
と
一
緒
に
屋
根
に
乗
せ
た
。
西
洋
で
も
魔
よ
け
の
草

と
さ
れ
て
い
た
。
（
聖
ジ
ョ
ン
の
草
）

食
用

草
餅
、
草
団
子
、
胡
麻
和
え
、
天
ぷ
ら
、
ヨ
モ
ギ
ご
飯
、
汁
の
実
等
に
使
用
す
る
。

薬
用

ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
、
昔
か
ら
常
用
す
ら
ば
万
病
に
効
く
と
さ
れ
た
ヨ
モ
ギ
酒

は
健
胃
、
強
壮
、
浴
用
は
神
経
痛
等
に
効
果
が
あ
る
。
お
灸
の
「
も
ぐ
さ
」
の
原
料
で
も
あ
る
。

花
の
期
間

八
月
～
九
月

花
言
葉

夫
婦
の
愛
情
、
楽
し
い
旅

ノ
カ
ン
ゾ
ウ

（
万
葉
名

わ
す
れ
ぐ
さ
〔
萱
草
・
忘
草
〕
ユ
リ
科
の
多
年
草
）

九
十
七

48

忘
れ
草

我
が
下
紐
に
付
け
た
れ
ど

し
た
ひ
も

醜
の
醜
草

言
に
し
あ
り
け
り

し
こ

し
こ
く
さ

こ
と万

葉
集

巻
・
四
・
七
二
七

（
作
者
）

大
伴
家
持

（
歌
意
）

憂
い
を
忘
れ
る
忘
れ
草
と
い
う
名
を
持
つ
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
を
私
の
下
着
の
紐
に
付
け
て
お
い
た
け

れ
ど
も
、
大
ば
か
者
の
草
よ
、
忘
れ
草
と
は
名
ば
か
り
で
少
し
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
植
物
）

中
国
原
産

薬
用
食
料
用
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
野
生
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
原
種
が

欧
州
に
渡
り
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「
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
美
し
い
」
が
語
源
）
」
に
な
っ
た
。

食
用

若
葉
は
大
変
お
い
し
い
。
若
葉
は
酢
の
物
、
花
は
花
酒
、
ジ
ャ
ム
等
に
使
用
す
る
。

ま
た
、
蕾
の
干
し
た
も
の
を
「
金
針
菜
」
と
い
い
中
国
料
理
に
使
用
す
る
。
（
「
金

針
菜
」
は
ガ
ン
に
有
効
と
い
う
説
も
あ
る
）

薬
用

根
に
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
等
を
含
み
解
熱
、
利
尿
等
、
甘
草
エ
キ
ス
は
煙
草
、
醤
油
の
甘
味
料

と
し
て
使
用
す
る
。

花
の
期
間

七
月
～
八
月

花
言
葉

微
笑

ス
ス
キ

（
万
葉
名

を
ば
な
〔
乎
花
・
乎
婆
奈
〕
イ
ネ
科
の
多
年
草
）

三
十
四

49

人
み
な
は

萩
を
秋
と
言
ふ

よ
し
我
は

尾
花
が
う
れ
を

秋
と
は
言
は
む

を

ば
な

万
葉
集

巻
・
十
・
二
一
一
〇

（
作
者
）

不
詳

（
歌
意
）

人
は
皆
萩
の
こ
と
を
い
ち
ば
ん
秋
ら
し
い
花
だ
と
言
い
ま
す
。
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
私
は

ス
ス
キ
の
穂
の
先
の
風
情
を
い
ち
ば
ん
秋
ら
し
い
も
の
だ
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

（
植
物
）

ス
ス
キ
は
カ
ヤ
（
萱
）
と
も
言
い
、
昔
は
屋
根
を
ふ
く
材
料
の
代
表
的
な
も
の
で
、
刈
屋
根
か
ら

か
り

や

ね

こ
の
名
が
あ
る
。

ス
ス
キ
の
穂
先
を
尾
花
と
い
う
が
、
動
物
の
尾
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
。

用
途

屋
根
材
、
牧
草
、
工
芸
品
等
に
使
用
す
る
。

薬
用

根
を
日
乾
し
し
て
風
邪
の
熱
冷
ま
し
に
使
用
す
る
。

花
の
期
間

七
月
～
十
月

オ
ミ
ナ
エ
シ

（
万
葉
名

を
み
な
へ
し
〔
乎
美
奈
敞
之
・
女
郎
花
〕
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
の
多
年
草
）

七
十

50

女
郎
花

咲
き
た
る
野
辺
を

行
き
め
ぐ
り

君
を
思
ひ
出

た
も
と
ほ
り
き
ぬ

万
葉
集

巻
・
十
七
・
三
九
四
四

（
作
者
）

大
伴
池
主

（
歌
意
）

女
郎
花
の
咲
い
て
い
る
野
を
め
ぐ
り
歩
い
て
い
た
ら
、
女
郎
花
の
美
し
い
姿
を
見
て
あ
な
た
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
さ
ま
よ
い
な
が
ら
あ
な
た
の
も
と
へ
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
植
物
）

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
。

花
は
長
く
咲
き
続
け
、
黄
色
い
花
が
泡
立
つ
よ
う
に
密
生
す
る
た
め
、
ア
ワ

バ
ナ
（
粟
花
）
の
別
名
が
あ
る
。

昔
、
粟
飯
は
女
の
食
い
物
の
た
め
（
粟
）
か
ら
女
郎
花
の
名
、
同
じ
よ
う
に
白
く
咲
く
の
が
オ

ト
コ
エ
シ
（
男
郎
花
）
と
い
い
、
白
く
密
生
す
る
の
で
、「
米
花
」
と
も
い
う
。

大
和
撫
子
（
や
ま
と
な
で
し
こ
）
は
日
本
女
性
の
清
楚
な
美
し
さ
を
例
え
る
象
徴
に
さ
れ
る
。

お
盆
の
仏
前
に
飾
る
盆
花
に
も
な
る
。

薬
用

根
が
腫
れ
物
、
解
毒
、
利
尿
に
良
い
。

食
用

若
葉
を
和
え
物
な
ど
に
利
用
す
る
。

花
の
期
間

八
月
～
十
月

花
言
葉

親
切



番
号

現
在
名

万
葉
名

歌
番
号

番
号

現
在
名

万
葉
名

歌
番
号

一

ヤ
ブ
ラ
ン

や
ま
す
げ

四
四
八
四

五
十
一

ア
カ
メ
カ
シ
ワ

ひ
さ
ぎ

九
二
五

20

6

二

キ
キ
ョ
ウ

あ
さ
が
ほ

二
一
〇
四

五
十
二

10

三

ニ
ラ

く
く
に
ら

三
四
四
四

五
十
三

14

四

リ
ン
ド
ウ

お
も
ひ
ぐ
さ

二
二
七
〇

五
十
四

フ
ジ
バ
カ
マ

ふ
ぢ
ば
か
ま

一
五
三
八

10

8

五

ミ
ツ
マ
タ

さ
き
く
さ

一
八
九
五

五
十
五

ノ
ビ
ル

ひ
る

三
八
二
九

10

16

六

五
十
六

七

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

い
ち
し

二
四
八
〇

五
十
七

マ
ツ

ま
つ

一
四
一

11

2

八

五
十
八

マ
ユ
ミ

ま
ゆ
み

九
六

2

九

五
十
九

カ
ラ
ム
シ

む
し

五
二
四

4

十

六
十

モ
モ

も
も

四
一
三
九

19

十
一

ク
ワ

く
は

一
三
五
七

六
十
一

7

十
二

カ
エ
デ

か
へ
る
で

一
六
二
三

六
十
二

8

十
二
の
二

カ
エ
デ

も
み
じ

一
五
七
一

六
十
三

8

十
三

コ
ナ
ラ

こ
な
ら

三
四
二
四

六
十
四

ヤ
マ
ブ
キ

や
ま
ぶ
き

一
五
八

14

2

十
四

ア
セ
ビ

あ
し
び

一
九
〇
三

六
十
五

ユ
ズ
リ
ハ

ゆ
づ
る
は

一
一
一

10

2

十
四
の
二

ア
セ
ビ

あ
し
び

一
六
六

六
十
六

2

十
五

六
十
七

ヨ
モ
ギ

よ
も
ぎ

四
一
一
六

18

十
六

サ
カ
キ

さ
か
き

三
七
九

六
十
八

3

十
七

カ
タ
ク
リ

か
た
く
り

四
一
四
三

六
十
九

19

十
八

七
十

オ
ミ
ナ
エ
シ

を
み
な
へ
し

三
九
四
四

17

十
九

ウ
ツ
ギ

う
の
は
な

一
四
七
七

七
十
一

8

二
十

ム
ク
ゲ

あ
さ
が
お

二
二
七
四

七
十
二

10

二
十
一

七
十
三

二
十
二

七
十
四

二
十
三

七
十
五

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

つ
ぎ
ね

三
三
一
四

13

二
十
四

七
十
六

二
十
五

マ
テ
バ
ジ
イ

し
ひ

一
四
二

七
十
七

2

二
十
六

七
十
八

二
十
七

ノ
イ
バ
ラ

う
ま
ら

四
三
五
二

七
十
九

カ
ツ
ラ

か
つ
ら

一
三
五
九

20

7

二
十
八

八
十

イ
チ
ョ
ウ

ち
ち

四
四
〇
八

20

二
十
九

八
十
一

三
十

コ
ウ
ゾ

た
く

九
〇
二

八
十
二

シ
ラ
カ
バ

か
に
は

九
四
二

5

6

三
十
の
二

コ
ウ
ゾ

た
へ

二
八

八
十
三

1

三
十
一

タ
ケ

た
け

三
四
七
四

八
十
四

14

三
十
二

八
十
五

三
十
三

八
十
六

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

か
に
は

九
四
二

6

三
十
四

ス
ス
キ

を
ば
な

二
一
一
〇

八
十
七

10

三
十
五

八
十
八

カ
ク
レ
ミ
ノ

み
つ
な
が
し
は

九
〇

2

三
十
六

八
十
九

シ
ャ
ガ

は
な
か
つ
み

六
七
五

4

三
十
七

ケ
ヤ
キ

つ
き

二
六
五
六

九
十

11

三
十
八

ツ
バ
キ

つ
ば
き

四
四
八
一

九
十
一

20

三
十
九

九
十
二

四
十
の
一

ツ
ツ
ジ

つ
つ
じ

四
三
四

九
十
三

3

四
十
一

チ
ガ
ヤ

ち
が
や

三
八
八
七

九
十
四

16

四
十
二

九
十
五

ナ
ツ
メ

な
つ
め

三
八
三
〇

16

四
十
三

九
十
六

カ
ラ
タ
チ

か
ら
た
ち

三
八
三
二

16

四
十
四

九
十
七

ノ
カ
ン
ゾ
ウ

わ
す
れ
ぐ
さ

七
二
七

4

四
十
五

ナ
デ
シ
コ

な
で
し
こ

一
四
九
六

九
十
八

8

四
十
六

九
十
九

四
十
七

ハ
ギ

は
ぎ

二
一
二
一

百

10

四
十
八

四
十
九

ザ
ク
ロ

は
ね
ず

六
五
七

4

五
十


